

































の 1, 2, 3, 4年次の喫煙率を考える．即ち，同じ集団での移行である．男子学生の一年次の喫煙率
長谷川　豪志：煙たい話で，すんません．学生の喫煙行動から，考えられること，また考えたいこと 39
















































Streat.Journal. 12, 21, 2005）． 
　教育の現場でも喫煙者を入学させない，または入学後に喫煙させないという方針をとる大学
が出てきている．医療系の大学や，看護・福祉系の大学はもちろん，他の学部系の大学でも，
喫煙者は入学させない，在学中に喫煙が判明すると，訓告や禁煙指導が行われる大学も増えて
きている． 
　開学二年目から勤務し，学生への健康管理，「ヒト」として，一生，生（活）きていくため
の財産づくりをする教育をしてきたが，喫煙場所外の道路を占拠しての喫煙，そして歩行喫煙，
吸い殻のポイ捨てが日常行われ，喫煙場所も人の往来がある場所に設置されている．多くの構
成員を抱える大学が喫煙対策に取り組む意義は重要である．そのためには，教職員が率先して，
禁煙に取り組む．健康な卒業生を社会に送り出すことは，大学の使命である．大学の喫煙問題は，
健康被害のみではなく，大学のイメージ低下にもなりうる．前述してきた諸事実を大学当局が，
どのように考え，取り組み，我が国の大学のリーダーとして答えを出すのか？その答えを待ち
たい．
